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政体 時期 名称 就学年数 入学年齢 校数（パラオ）
軍政 1914～1918 小学校 4年 8才～12才 2校
民政 1918～1922 島民学校 3年＋ 2年 8才～12才 5校































































本科 1年 本科 2年 本科 3年 補習科 1年 補習科 2年
修身 1 1 1 1 1
国語 12 12 12 10 10
算術 5 5 5 4 4
地理 1 1
理科 1 2 2 2
図画 1 1 1 1 1
手工 1 1 1 2 2
唱歌
3
1 1 1 1
体操 2 2 2 2
農業 1 2 4 4
家事 女 1 女 2 女 2 女 2
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